
西宮名塩さくら台地区地区計画 
H１０．１２．２５  決定  

H１６． ７． １  変更  

名   称 西宮名塩さくら台地区地区計画 

位   置 西宮市名塩さくら台１丁目、２丁目、３丁目、４丁目。 

区   域 計画図表示のとおり 

面   積 約５０．２ヘクタール 

地区計画の目標 

本地区は、西宮市の北部に位置し、組合施行による土地区画整理事業の地区である。 

本計画は、この土地区画整理事業による事業効果の維持、増進を図り、ゆとりある良好な市

街地の形成を目標とする。 

土地利用の

方針 

本地区は、低層住宅地としての土地利用を基本とし、一部に生活利便のため、近隣センタ

ー地区を設ける。住宅地区は戸建専用住宅を主体とした地区のほか、住宅需要の多様化に対

応して、規模、形式等多様な住宅及び公益的施設が立地可能な地区を適正に配置する。近隣

センター地区は、地区住民の利便性を考慮し、中央の公園西側に配する。 

また、集会所、公園等を適正に配し、区域の周辺には保全緑地その他公共的施設用地を配

する。 

地区施設の

整備方針 

本地区に、道路、公園、緑地を適正に配置し、これらの地区施設機能が損なわれないよう

維持、保全を図る。 

区
域
の
整
備
・
開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
方
針 建築物等の

整備方針 

①住宅地区 

閑静なゆとりある良好な居住環境が形成されるよう、建築物等の規制、誘導を図る。 

 
②近隣センター地区 

地区住民、地区周辺住民の利便とコミュニティ機能を充実させ、健全で活気ある地区の

形成が図られるよう建築物等の規制、誘導を図るとともに、地区内施設の意匠、形態につ

いても周辺地区との調和に留意し、本地区の核にふさわしいものとする。 

 



 

地区整備計画を定める区

域 
計画図表示のとおり 

地区整備計画の区域面積 約４７．４ヘクタール 

住 宅 地 区 名

称 戸建専用住宅地区 低層集合住宅地区 
近隣センター地区 

地区の細区分 
（細区分の区 
域は計画図表

示のとおり） 
面

積 
約４６．５ヘクタール 約０．６ヘクタール 約０．３ヘクタール 

建築物の用途の制

限 
建築することができる

建築物は、次に掲げるも

のとする。 
１．戸建専用住宅 
２．戸建住宅で延べ面積

の２分の１以上を居

住の用に供し、かつ、

次の各号の一に掲げ

る用途を兼ねるもの。

（これらの用途に供

する部分の床面積の

合計が５０平方メー

トルを超えるものを

除く。） 
(1)学習塾、華道教室、
囲碁教室その他こ

れらに類するもの。 
(2)出力の合計が０．
７５キロワット以

下の原動機を使用

する美術品又は工

芸品を製作するた

めのアトリエ又は

工房。 
３．社会教育的な活動あ

るいは自治活動の目

的の用に供するため

の公民館、集会所その

他これらに類する施

設。 
４．前各号に付属するも

の。 

建築することができる

建築物は、次に掲げるも

のとする。 
１．長屋、寄宿舎、共同

住宅 
２．社会教育的な活動あ

るいは自治活動の目

的の用に供するため

の公民館、集会所その

他これらに類する施

設。 
３．前各号に付属するも

の。 

次に掲げる建築物は建

築してはならない。 
１．ボーリング場又はス

ケート場 
２．ホテル又は旅館 
３．自動車教習所 
４．自動車車庫（建築物

に付属するものを除

く。） 
５．工場。ただし、パン

屋、米屋、豆腐屋、菓

子屋その他これらに

類する食品製造業を

営むもので、作業場の

床面積の合計が５０

平方メートル以内の

もの（原動機を使用す

る場合にあっては０．

７５キロワット以下

のものに限る。）を除

く。 
６．風俗営業等の規制及

び業務の適正化等に

関する法律第２条第

１項に規定する「風俗

営業」、同条第６項に

規定する「店舗型性風

俗特殊営業」又は同条

第９項に規定する「店

舗型電話異性紹介営

業」の用途に供する建

築物。 
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建築物の建ぺい率

の最高限度 
１０分の５ 同左 １０分の６ 



建築物の敷地面積

の最低限度 
１８０平方メートル 
ただし、現に建築物の敷

地として使用されてい

る土地、又は現に存する

所有権その他の権利に

基づいて建築物の敷地

として使用する土地に

ついて、その全部を一の

敷地として使用する場

合にあってはこの限り

でない。 

 １８０平方メートル 
 

建築物の壁面の位

置の制限 
 敷地の境界線から建築

物の外壁又はこれに代

わる柱（以下「外壁等」

という。）の面までの距

離の最低限度は２メー

トルとする。ただし、こ

の限度に満たない距離

にある建築物又は建築

物の部分が、次の各号の

一に該当する場合は、こ

の限りでない。 
(1)外壁等の中心線の
長さの合計が５メ

ートル以下である

場合。 
(2)物置その他これに
類する用途に供し、

軒の高さが２．３メ

ートル以下であり、

かつ床面積の合計

が５平方メートル

以下である場合。 

敷地の境界線から建築

物の外壁等の面までの

距離の最低限度は１メ

ートル（計画図で指定す

るａの境界線において

は２メートル）とする。

ただし、この限度に満た

ない距離にある建築物

又は建築物の部分が、次

の各号の一に該当する

場合は、この限りでな

い。 
(1)外壁等の中心線の
長さの合計が３メ

ートル（計画図で指

定するａの境界線

については５メー

トル）以下である場

合。 
(2)物置その他これに
類する用途に供し、

軒の高さが２．３メ

ートル以下であり、

かつ床面積の合計

が５平方メートル

以下である場合。 
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建築物の高さの最

高限度 
  １２メートル 

ただし、敷地面積が５０

０平方メートル未満の

場合は１０メートルと

する。 



建築物等の形態若

しくは意匠の制限 
屋外広告物は、美観風致

を害さない自己の用に

供するものとし、広告

塔、立看板その他これら

に類する広告物にあっ

ては３メートル以下の

もの、建築物に設置又は

表示する広告物にあっ

ては屋上以外のものを

それぞれ２ヶ所のまで

設置又は表示できるも

のとし、表示面積（表示

面が２面以上のときは

その合計。）は２平方メ

ートル以下でなければ

ならない。ただし、公共

公益上やむを得ないも

ので、形態、意匠、色彩

その他表示の方法が美

観を害さないものは、こ

の限りでない。 

同左 建築物の屋根及び外壁、

広告物その他戸外から

望見される部分の形態、

意匠及び色彩は、周辺と

の調和に配慮したもの

とする。 
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かき、若しくはさ

くの構造の制限 
道路に面するかき、さく

の構造は、生垣又はメッ

シュフェンス等とし、緑

化の妨げとなるコンク

リートブロック等にし

てはならない。ただし、

門柱及び意匠上これに

付属する部分並びにか

き、さくの基礎の天端高

４０センチメートル以

下の場合はこの限りで

ない。 

同左 同左 

 



国道176号

中国自動車道

名塩さくら台

－ 凡　例 －

西宮名塩さくら台地区地区計画　計画図　　1:5,000

地区整備計画

N

地区計画区域界

戸建専用住宅地区

低層集合住宅地区

近隣センター地区

ａの境界線


